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        平成２９年第６回・西海市農業委員会総会議事録 

 

１．開催日時 平成２９年６月２７日（火） 

午後３時００分から午後５時００分 

２．開催場所 西海橋物産館「魚魚の宿」 

３．委員定数 条例定数３１人 現委員３１人 

４．出席委員（３０人） 

会  長  １番 岩﨑信一郎 

  会長代理  ２番  麻生 克典 

委  員  ３番 岸本 六郎  ４番 浦口 大輔  ５番 今村 和人 

６番 岳野 一敏  ７番 太田 尚臣  ８番 山口 美幸 

９番 郡  勝壽 １０番 辻尾 政幸 １１番 松本千代治 

１２番 竹尾 久人 １３番 髙野 和美 １４番 山口 孝生 

１５番 木本 安仁 １６番 山下 裕史 １７番 内海 輝次  

１８番 辻山 保美 １９番 辻  良人 ２０番 山脇 初良   

２２番 牛水  司 ２３番 宮原 信明  ２４番 熊野 三次  

２５番 朝長 久夫 ２６番 山添 満之  ２７番 平野 安雄  

２８番 福田  務 ２９番 大久保和博 ３０番 井田 初美 

３１番 田中 初治 

５．欠席委員（１人） 

   ２１番 澤田  馨 

６．議事日程 

第１ 議事録署名委員の指名 

第２ 議案第２９号 農地法第３条の規定による許可申請について 

   議案第３０号 農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第３１号 農用地利用集積計画の決定について 

議案第３２号 農地中間管理事業利用配分計画（案）に関する 

意見について 

議案第３３号 非農地通知の対象とすることの決定について 

     報告事項 

      第７号 農地転用許可不要案件届出について 

 

７．事務局 事務局長：中村正且  局長補佐：神浦真吾  主査：山口智貴 

 

８．会議の概要 

事務局   只今から平成２９年西海市農業委員会第６回総会を開会いたしま

す。本日、２１番：澤田委員より欠席の旨通告がありましたのでご報

告いたします。 

      出席委員は在任委員３１名中３０名で、定足数に達しておりますの
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で総会は成立しております。 

      それでは、西海市農業委員会会議規則により、議長は会長が務める

こととなっておりますので、以降の議事の進行は岩﨑会長にお願いい

たします。 

  

議 長   これより議事に入ります。まず日程第１の議事録署名委員の指 

     名を行います。西海市農業委員会会議規則第２０条第２項に規定 

     する議事録署名委員ですが、議長から指名させていただくことに 

     ご異議ありませんか。 

 

      《異議なしの声あり》 

 

議 長   今回の議事録署名委員は、２２番牛水委員、２３番宮原委員にお願

いいたします。 

   それでは、審議に入りますが議事進行上、発言される際は挙手をし、

議長の許可を受けてから氏名を告げて発言をお願いします。 

それでは、議案第２９号「農地法第３条の規定による許可申請につ

いて」を議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

 

事務局   説明の前に資料の修正をお願いします。１頁の第６回農業委員会総

会次第で「２．審議事項」議案第３０号「農地法第５条の規定による

許可申請について」の１番７ページを８ページに、２番８ページを９

ページにそれぞれ修正をお願いします。詳細は本日配布の１頁になり

ます。それでは説明に入ります。２ページをお願いします。 

議案第２９号「農地法第３条の規定による許可申請について」１番

を説明いたします。所在が大島町字高麗バエ、の畑と字太田尾の畑、

計２筆・１，３６１㎡の申請となっています。申請地の地番・面積・

現況等の内容、譲り渡し人・譲り受け人に関する事項、譲り受け人の

農機具の保有状況については議案書記載のとおりです。申請事由とし

まして「県外在住の譲り渡し人が申請物件について、譲り受け人に対

し、所有権移転（売買）の申出があり、譲り受けるもの。」というもの

です。権利種別は所有権移転「売買」となっています。 

農地法第３条第２項の不許可事項の該当非該当の区分ですが、第２

号、第３号、第５号、第６号につきましてはすべて非該当となってい

ます。 

関係資料は３頁から７頁までで、３頁に位置図、４頁に付近状況図

を添付しております。譲り受け人の自宅から約９００ｍと約１，５０

０ｍのところに申請地があり、徒歩で約１１分と約１９分ぐらいの状

況です。５・６頁は字図で、黄色に塗られているところが申請地です。
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字図で申請地の所有者名が異なっていますが、Ｈ２９．５．３１に相

続登記を行い現時点の所有者は申請人となっています。７頁は現況写

真となっています。購入後はブロッコリー・玉ネギ類を栽培したいと

のことです。 

農地法第３条第２項各号には該当しないことから許可要件のすべて

満たしていると考えます。事務局からの説明は以上です。 

 

 

議 長   それでは補足説明を担当委員お願いします。 

 

５番    譲り渡し人は地元出身者ではありますが、４０年来離れておりまし

て、親御さんが亡くなったこともあり農地について整理したいという

ことで相談がありました。申請地の一つは譲り受け人が農業振興公社

を通じて借り受けておられた関係で打診したところ、快諾していただ

き今回の手続きになりました。譲り受け人については利用権設定等で

総会でも名前が挙がっており、聞き覚えがあると思いますが、大島地

区においては路地野菜をかなり手広く栽培しており、経営的にも安定

しているようで何ら問題はないと思いますのでご審議方よろしくお願

いします。 

 

議 長   ただ今議案第２９号の１番について説明がありました。 

これより質疑に入ります。 

皆さんから何かご意見等ございませんか。 

《なしの声あり》 

議 長   ないようでしたら、本案について許可することにご異議ございませ

んか。 

       《異議なしの声あり》 

 

議 長   「異議なし」と認めます。 

よって、議案第２９号「農地法第３条の規定による許可申請」につ

いては、申請どおり許可することに決定いたします。 

 

議 長   次に議案第３０号「農地法第５条の規定による許可申請について」

を議題といたします。 

１番・２番について事務局より説明をお願いします。 

 

事務局   議案第３０号「農地法第５条の規定による許可申請について」１番・

２番を説明します。資料は８・９頁です。1 番は所在地が西海町横瀬

郷字辻尾畑 1 筆、面積・４４７㎡で利用状況は不耕作となっています。

「２番」の所在地も横瀬郷字辻尾畑 1 筆、面積・４０８㎡で利用状況
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は不耕作となっています。それぞれの申請地の地番・譲り渡し人・譲

り受け人に関する事項は議案書記載のとおりです。申請理由は土地所

有者、その他家族が高齢となり、農業に従事できずに耕作放棄地とな

っており、今後耕作予定もないためとなっています。本件は譲り渡し

人・譲り受け人・事業内容が同じになっていますが、資金調達（融資

機関）が異なることから別々に申請書を作成・提出となっています。

権利種別はそれぞれ所有権移転「売買」となっています。 

添付資料は、１０頁から２２頁までです。１０頁に位置図、１１頁

に付近状況図、１２頁に字図、１３頁に航空写真を共通資料として添

付し、１４頁に現況写真、１５頁に被害防除計画書、１６・１７頁に

土地利用計画図を１番の事業分として、１８頁に現況写真、１９頁に

被害防除計画書、２０・２１頁に土地利用計画図を２番の事業分とし

て、２２頁に架台の図面を「共通分」として添付しています。なお、

申請地１番と申請地２番の間には平成２８年７月総会で審議した案件

の住宅が完成しています。それぞれの敷地に太陽光ソーラーパネル１

２８枚、パワーコンディショナー４台を設置し、低圧２２ｋｗの太陽

光発電設備をそれぞれ設置する計画となっています。それぞれの申請

地の造成計画の内容ですが、ほぼ現状のまま利用するため周囲に悪影

響を及ぼす可能性はない。周辺が住宅地で整備されているため防草シ

ートを利用し、水路の方に流れるよう改良をする。近傍農地の日照、

通風、耕作等に著しい影響をおよぼす恐れを生じさせないための措置

として、設置物の高さを１．５ｍ程度とし、角度を１０度で民家に向

かないように配置する。排水計画ですが、雨水排水は、自然流下で道

路側溝へ放流となっています。 

農地区分について、申請地は１番・２番ともに宅地や道路に囲まれ、

農業公共投資の対象となっていない孤立した農地といえますのでそれ

ぞれ、第２種農地と判断します。事務局からの説明は以上です。 

 

議 長   それでは補足説明を担当委員お願いします。 

 

１０番   譲渡人は高齢で管理が出来ないことなどから、手放すこととなった

とのことでした。業者とも話をしましたが、被害防除についても問題

がないように実施すると言うことでした。隣接の住宅の方にも排水計

画等説明はしており、問題はないものと考えます。よろしくご審議く

ださい。 

  

議 長   ただ今議案第３０号の１番・２番について説明がありました。 

これより質疑に入ります。 

皆さんから何かご意見等ございませんか。 

《なしの声あり》 
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議 長   私からいいですか。 

      隣接の住宅の方は何かありませんでしたか。 

 

１０番   説明はされておりまして、被害防除計画に基づいて実施してくれれ

ば問題はないとのことでした。 

 

議 長   わかりました。 

ほかに意見等ありませんか。 

《なしの声あり》 

 

議 長   ないようでしたら、本案について許可することにご異議ございませ

んか。 

       《異議なしの声あり》 

 

議 長   「異議なし」と認めます。 

よって、議案第３０号「農地法第５条の規定による許可申請につい 

て」の１番・２番については、申請どおりで許可相当とすることに決

定いたします。 

 

議 長   次に議案第３１号「農用地利用集積計画の決定について」を議題と

いたします。 

事務局より説明をお願いします。 

 

事務局   それでは２３頁、議案第３１号「農用地利用集積計画の決定につい

て」農用地利用集積計画について、農業経営基盤強化促進法第１８条

第１項の規定による決定を市長より求められたので、その可否につい

て提案する。となっています。 

２４頁は農地利用集積計画集計表です。合意解約・田１筆・１，８

１２㎡、畑２筆・２，３０４㎡、計３筆・４，１１６㎡と、「使用貸借

権・賃貸借権設定」（県公社借入分）の賃貸借「１０年」のもの２件・

２筆・８，９８６㎡と賃貸借の「５年」のもの２件・２筆・４，１３

１㎡の計４筆・１３，１１７㎡が計上されています。２５頁は合意解

約３筆の詳細を掲載しており、中間管理機構へ移行するものと、３条

申請に伴うものとなっています。２６頁は県公社借入「１０年」のも

の「賃貸借」２件・２筆・８，９８６㎡と「５年」のもの「賃貸借」

２件・２筆・４，１３１㎡の計４件・４筆・１３，１１７㎡の詳細と

なっています。ここで資料の修正をお願いします。以下余白の欄の下

に「(2)・(4)は期間 5 年 H29.8.10～H39.8.9」と記載していますが、

終期を誤っています。終期を「H34.8.9」に修正してください。詳細に
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つきましては本日配布資料「２頁」を参照ください。各筆の地番・面

積･賃貸借等の詳細につきましては、議案書を参照ください。農業経営

基盤強化法第１８条第３項の用件を満たしていると考えます。 

事務局からの説明は以上です。 

 

議 長   ただ今、議案第３１号について説明がありました。 

これより質疑に入ります。何かご意見等ございませんか。 

《なしの声あり》 

議 長   ないようでしたら、本案について決定することにご異議ございませ

んか。 

       《異議なしの声あり》 

 

議 長   「異議なし」と認めます。 

よって、議案第３１号「農用地利用集積計画の決定について」は原

案どおり決定いたします。 

 

議 長   次に議案第３２号「農地中間管理事業における農地利用配分計画 

（案）に関する意見について」を議題といたしますが、議案中、９番

委員の申出に係る事案が含まれていますので、農業委員会法第３１条

の規定に基づく議事参与の制限により、審議終了まで退席をお願いし

ます。審議終了後に入室・着席していただきます。 

それでは事務局より説明をお願いします。 

 

事務局   議案第３２号「農地中間管理事業における農用地利用配分計画に関

する意見について」農用地利用配分計画(案)について、農地中間管理

事業の推進に関する法律第１９条の３の規定により、意見を求められ

たので、判断を求める。となっています。資料は２８頁から３２頁で

す。先ほど２６頁で出ました県公社の借り入れ分の土地・４筆がその

ままここに計上されています。ここで資料の修正をお願いします。以

下余白の欄の下に「(2)・(4)は期間 5 年 H29.8.10～H39.8.9」と記載

していますが、終期を誤っています。終期を「H34.8.9」に修正してく

ださい。詳細につきましては本日配布資料「３頁」を参照ください。

県農業振興公社から「２者」に対し計２筆・８，９８６㎡の「賃貸借」

「１０年」のものと、「２者」に対し計２筆・４，１３１㎡の「賃貸借」

「５年」のもの、計４者・４筆・１３，１１７㎡の農用地利用配分計

画（案）の詳細が２８頁に計上されています。２９頁から３２頁にか

けて、４者の借り手の経営状況を添付しています。各筆の地番・面積･

賃貸借等の詳細につきましては議案書を参照ください。農地中間管理

事業の推進に関する法律第１９条の３において特に問題はないものと

判断します。事務局からの説明は以上です。 
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議 長   それでは補足説明を担当委員お願いします。 

 

１９番   申請者はＪＡの関連会社で、主に養豚業を経営しております。今年

度から和牛の繁殖を拡大して行くということで、牧草地として中間管

理機構を通じて借り受けると言うものであります。よろしくお願いし

ます。 

 

１８番   申請者は会社定年後、農業を頑張っておられます。みかん、水稲を 

主に栽培しておりましたが、路地野菜で規模拡大を図りたいという事 

から今回の申請となっております。特段問題はないと思いますのでよ 

ろしくお願いします。 

 

１９番   申請者は若く、そして有望な担い手であります。農業経営も熱心な 

方ですので問題はないと思います。宜しくお願いします。 

 

１１番   水稲を栽培したいということでの申請でありますが、自宅に近く、 

管理もしやすいと思われます。荒廃化も防止されますので何ら問題は 

ないと思います。よろしくご審議ください。 

 

議 長   ただ今、議案第３２号について説明がありました。 

これより質疑に入ります。何かご意見等ございませんか。 

《なしの声あり》 

議 長   ないようでしたら、本案について決定することにご異議ございませ

んか。 

       《異議なしの声あり》 

 

議 長   「異議なし」と認めます。 

よって、議案第３２号「農地中間管理事業における農地利用配分計 

画（案）に関する意見について」につきましては、原案どおり配分す

ることで「意見なし」といたします。 

 

議 長   ９番委員着席をお願いします。 

 

議 長   次に議案第３３号「非農地通知の対象とすることの決定について」

を議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

 

事務局   それでは資料は３３頁をお願いします。議案第３３号「非農地通知

の対象とすることの決定について」説明をいたします。今回は５１筆・

３５，６４０．８８㎡について、審議を頂きたいと思います。申請者
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の方は８件の方となっています。住所や所有者の詳細につきましては

議案書記載のとおりです。ここで資料の修正をお願いします。２４頁

の２３番から２６番の４筆につきまして、「雪浦幸好物郷」と誤って表

示しています。「雪浦幸物郷」にそれぞれ修正をお願いします。３５頁

の４３番の小字名「廣木頭」を「廣木平」に修正をお願いします。詳

細につきましては本日配布資料「４頁」・「５頁」を参照ください。 

説明に入ります。１件目は１番の１筆で、資料は３６頁から４０頁

です。所有者は西彼町鳥加郷の方です。３６頁に位置図、３７頁に付

近近況図、３８頁に字図、３９頁に航空写真を添付しています。それ

ぞれの資料で、黄色に塗った部分・赤枠で囲んだ部分が申請地となっ

ています。現場のほうですが、雑木が茂り山林化しており、耕作地へ

行くことも困難な状態で現場を見る限りでは特に支障はないという判

断をいたしました。４０頁が対象地の現況写真です。 

対象地は農業者年金、贈与税、不動産取得税関係について本人聞取

りと事務局で確認できる範囲において影響がない見込みです。 

      ２件目は２番から１０番の９筆で資料は４１頁から５３頁です。所

有者は西彼町亀浦郷の方です。４１頁に位置図、４２から４４頁に付

近近況図、４５から４８頁に字図、４９から５１頁に航空写真を添付

しています。それぞれの資料で、黄色に塗った部分・赤枠で囲んだ部

分が申請地となっています。申請地６番から１０番は筆界未定地とな

っており、それぞれ申請箇所の特定は出来ませんが、範囲内すべてが、

雑木が茂って山林化しており、現場を見る限りでは特に支障はないと

いう判断をいたしました。５２・５３頁が対象地の現況写真です 

対象地は農業者年金、贈与税、不動産取得税関係について本人聞取

りと事務局で確認できる範囲において影響がない見込みです。 

      ３件目は１１番から２２番の１２筆で資料は５４頁から６９頁です。

所有者は愛知県安城市の方で、大島町の出身の方です。５４頁に位置

図、５５頁に付近近況図、５６から６１頁に字図、６２から６５頁に

航空写真を添付しています。それぞれの資料で、黄色に塗った部分・

赤枠で囲んだ部分が申請地となっています。字図で申請地の所有者名

が異なっていますが、農地法第３条の規定による許可申請で説明した

とおり、Ｈ２９．５．３１に相続登記を行い現時点の所有者は申請人

となっています。現場のほうですが、耕作放棄により原野化、雑木が

茂って山林化した土地となっており、現場を見る限りでは特に支障は

ないという判断をいたしました。６６から６９頁が対象地の現況写真

です。 

対象地は農業者年金、贈与税、不動産取得税関係について聞取りと

事務局で確認できる範囲において影響がない見込みです。 

      ４件目は２３番から２６番の４筆で資料は７０頁から７４頁です。

所有者は大瀬戸町雪浦幸物郷の方です。７０頁に位置図、７１頁に付
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近近況図、７２頁に字図、７３頁に航空写真を添付しています。それ

ぞれの資料で、黄色に塗った部分・赤枠で囲んだ部分が申請地となっ

ています。耕作放棄により原野化しており、現場を見る限りでは特に

支障はないという判断をいたしました。７４頁が対象地の現況写真で

す。 

対象地は農業者年金、贈与税、不動産取得税関係について聞取りと 

事務局で確認できる範囲において影響がない見込みです。 

 

議 長   それでは１番について補足説明を担当委員お願いします。 

 

１１番   写真を見ていただければ分かるように、長年耕作されていないと言

うことで、道もなく山林化しております。非農地の対象として問題は

ないと思いますので宜しくご審議ください。 

 

議 長   次に２番から１０番について説明をお願いします。 

 

４番    申出者の親御さんが農業をされなくなって３０年くらい耕作してい

ない状況でしたが、申し出者が退職してから５年くらいなりますが水

稲は作付けをしているようです。ただし、山林化している農地につい

ては復元は出来ないことから今回の申し出になったと言うことでした。

現場については分け入ることができませんでした。航空写真で見る限

り山林化していることは確認でき、支障はないものと判断しますので

よろしくお願いします。 

 

議 長   次に１１番から２２番について説明をお願いします。 

 

５番    申し出者は市外に居住しており、今後も農業をする事もないとの事

から、山林化して農地として復元が困難な農地について非農地として

判断する事に何ら問題はないものと判断いたします。 

 

議 長   次に２３番から２６番について説明をお願いします。 

 

２番    航空写真で見ると復元可能のように見えますが、実際はかなり荒れ

ておりまして、特にこの地は高齢者集落でありまして、後継者、担い

手がいない現状であります。忍びない思いもいたしますが非農地判断

も致し方ないと思われます。よろしくお願いします。 

 

議 長   ただ今、議案第３３号の１番から２６番について説明がありました。 

これより質疑に入ります。何かご意見等ございませんか。 

７番    非農地判断において、たとえば６６項のようにＢ判定であっても現
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地は何とか出来そうな感じがするような場合、持ち主がその意思がな

いということで非農地判断として如何かと思うところもありますがそ

の辺については。 

 

５番    確かに航空写真で見る限りできそうな感じに見えますが、実際は破

竹が生息して見栄えの点から伐採しております。綺麗に見えますが根

が張っておりまして機械をもってしても復元困難な状態と判断した次

第です。 

 

事務局   利用状況調査でＢ判定の農地については、非農地判断の対象として

おります。 

 

２８番   過去に基盤整備をした農地などは非農地判断の対象にする事は困難

ではないかと思いますが。 

 

事務局   基盤整備事業を実施したところについては、ケースによって確認を

しておりますが、本件は国事業で草地開発をした案件であり、その場

合は８年経過すれば補助金の返還は生じないということを確認してお

ります。本来であればＢ判定農地についてはスピード感を持って非農

地処理をする事となっております。 

 

議 長   ほかにご意見等ございませんか。 

《なしの声あり》 

 

議 長   ないようでしたら、本案について決定することにご異議ございませ

んか。 

       《異議なしの声あり》 

 

議 長   「異議なし」と認めます。 

よって、議案第３３号「非農地通知の対象とすることの決定につい 

て」についての１番から２６番については、非農地通知の対象とす 

ることに決定いたします。 

 

議 長   次に２７番から５１番について議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局   ５件目は２７番から４７番の２１筆で資料は７５頁から９８頁です。

所有者は西彼町風早の方です。７５頁に位置図、７６から７９頁に付

近近況図、８０から８６頁に字図、８７から９４頁に航空写真を添付

しています。それぞれの資料で、黄色に塗った部分・赤枠で囲んだ部
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分が申請地となっています。現場のほうですが、耕作放棄により原野

化、雑木が茂って山林化した土地となっており、現場を見る限りでは

特に支障はないという判断をいたしました。４６・４７番は無人島に

所在しており、申請者は船舶の所有もなく肥培管理不能な状況です。

９５から９９頁が対象地の現況写真です。 

対象地は農業者年金、贈与税、不動産取得税関係について本人聞取

りと事務局で確認できる範囲において影響がない見込みです。 

６件目は４８・４９番の２筆で資料は９９頁から１０３頁です。所

有者は西海町七釜郷の方です。９９頁に位置図、１００項に付近近況

図、１０１頁に字図、１０２頁に航空写真を添付しています。それぞ

れの資料で、黄色に塗った部分・赤枠で囲んだ部分が申請地となって

います。現場のほうですが、耕作放棄により原野化しており、現場を

見る限りでは特に支障はないという判断をいたしました。１０３頁が

対象地の現況写真です。 

対象地は農業者年金、贈与税、不動産取得税関係について本人聞取

りと事務局で確認できる範囲において影響がない見込みです。 

      ７件目は５０番の１筆で資料は１０４頁から１０８頁です。所有者

は滋賀県守山町の方で西海町横瀬郷の出身の方です。１０４頁に位置

図、１０５頁に付近近況図、１０６項に字図、１０７頁に航空写真を

添付しています。それぞれの資料で、黄色に塗った部分・赤枠で囲ん

だ部分が申請地となっています。現場のほうですが、耕作放棄により

原野化しており、現場を見る限りでは特に支障はないという判断をい

たしました。１０８頁が対象地の現況写真です。 

対象地は農業者年金、贈与税、不動産取得税関係について本人聞取

りと事務局で確認できる範囲において影響がない見込みです。 

      ８件目は５１番の１筆で資料は１０９頁から１１３頁です。所有者

は大瀬戸町多以良内郷の方です。１０９頁に位置図、１１０頁に付近

近況図、１１１項に字図、１１２頁に航空写真を添付しています。そ

れぞれの資料で、黄色に塗った部分・赤枠で囲んだ部分が申請地とな

っています。現場のほうですが、耕作放棄により原野化しており、現

場を見る限りでは特に支障はないという判断をいたしました。１１３

頁が対象地の現況写真です。 

対象地は農業者年金、贈与税、不動産取得税関係について本人聞取

りと事務局で確認できる範囲において影響がない見込みです。 

 

議 長   それでは２７番から４７番について補足説明を担当委員お願いしま

す。 

 

６番    申請地のうち私の担当は３筆です。航空写真で見て取れるように山

林化しており、現地においても復元は困難な状況です。地権者も農地



 - 12 - 

として管理する事はないということでしたので非農地対象として問題

はないと判断しました。よろしくお願いします。 

 

５番    残りの農地について、同じくほとんどが山林化しております。一部

畑に隣接したところがありますが、長く耕作されていない農地、耕作

道がなく分け入ることが出来ないところもあり農地として復元は困難

と思います。また、無人島の農地ですが、大村湾の中で唯一つ灯台を

有している島でありまして、船で約１０分のところに所在しておりま

す。農地は原野化もしておりますが申請者は船舶の所有もなく肥培管

理不能な状況で、船で渡るにしても所有している法人の許可がなけれ

ば上陸は出来ないこと等考慮すると農地として復元する事は困難と思

います。よろしくお願いします。 

 

議 長   次に４８番から４９番について説明をお願いします。 

 

１９番   申請地周辺を含め水田があったものと思われますが、耕作している

ところは見たことがありません。現状は蒲の穂が生息しており、また、

大潮の時は潮が上がってくるところでもあります。農地として復元す

ることは困難と思いますのでよろしくご審議ください。 

 

議 長   次に５０番について説明をお願いします。 

 

１０番   現地は航空写真で見て分かるように原野化しております。申請者も

農業をやめて３０年以上経過しており、今後耕作をするという意志も

ないと言うことでした。よろしくご審議ください。 

 

議 長   次に５１番について説明をお願いします。 

 

２５番   申請者は高齢で後継者もいないと言うことでした。現地は原野化し

ており、一部復元可能に見える部分もありますが勾配がきつく農地と

しては不適として見てまいりました。よろしくご審議ください。 

 

議 長   ただ今、議案第３３号の２７番から５１番について説明がありまし 

た。 

これより質疑に入ります。何かご意見等ございませんか。 

《なしの声あり》 

議 長   ないようでしたら、本案について決定することにご異議ございませ

んか。 

       《異議なしの声あり》 
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議 長   「異議なし」と認めます。 

よって、議案第３３号「非農地通知の対象とすることの決定につい 

て」の２７番から５１番については、非農地通知の対象とすること 

に決定いたします。 

 

議 長   次に報告事項に入ります。事務局よりお願いします。 

 

事務局   報告事項の説明を行います。資料は１１４頁ページをお願いします。

平成２９年６月受付 農地転用不要許可案件届出について説明をいた

します。西彼町大串郷における農業関連施設の整備工事の分となりま

す。申請地は西彼町大串郷字立岩の物件で地番・地目・面積は議案書

記載のとおりです。申請者は土地保有者で大串郷の方です。工期は平

成２９年７月２４日から１０月３１日を予定し、農業用倉庫・鉄骨平

屋の８８．３６㎡を建築し、１１月１日に供用開始を予定しています。 

関係資料は１１５頁から１２１頁までで、１１５頁に位置図、１１

２頁に付近近況図、１１７頁に字図、１１８頁に現況写真を添付して

います。１１９頁に被害防除計画書、１２０頁に平面・立面図、１２

１頁に配置図を添付しています。１１９頁に戻り、申請地の造成計画

内容ですが、盛土を行う最高１．０ｍ・最低０ｍ、被害防除措置とし

て土留め工事を行う。被害の発生の恐れがない理由として、隣接農地

は自己所有地のため被害をおよぼす恐れがない。日照、通風、耕作等

への影響については、隣接農地は自己所有地のため、問題は生じない。

排水計画については雨水を水路放流する。放流先は道路側溝となって

います。平面図に流し台の記載がありますが、水道設備の設置はない

ので汚水･生活雑排水は発生しないとのことです。事務局からの説明は

以上です。 

 

議 長   ただ今事務局から報告事項について説明がありました。何か意見等

ありませんか。 

      ないようでしたら、ただ今報告説明があったとおり届出について承

認することといたします。 

 

議 長   以上をもちまして本日の議案審議は全て終了いたしました。 

      皆さんのほうから何かありませんか。 

 

議 長   ないようでしたらこれで終了いたしますが、次回は新体制での初総

会となります。初総会は市長が招集するようになっておりますので本

日はこれまでといたします。 

      なお、皆さんご承知のとおり７月１９日までは農業委員としての任

期がありますので、最後まで任務を全うしていただきますようお願い



 - 14 - 

いたしまして終了したいと思います。 

これをもちまして平成２９年西海市農業委員会第６回総会を閉会 

いたします。お疲れ様でした。 


